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企業研究者の視点から考える自動車用金属材料の

「材料研究」と「開発・実用化」

古 田 忠 彦

自動車用金属材料の「材料研究」，ならびに「開発・実用

化」は実に面白い．種をまき(材料研究)，育て(開発)，そし

て実を収穫する(実用化)植物の成長の絵によく例えられて表

現される．1991年，広島大学で開催された日本金属/鉄鋼協

会の講演大会で初めて登壇した時から丁度30年．還暦を迎

え，これまでの研究・開発を振り返り，企業研究者である小

生の経験で得た面白さが，材料の研究・開発を志している

「若い」研究者に少しでもお役に立てればと思い，筆を取っ

た次第である．

これまでに，自動車用金属材料として，TiB 粒子強化型

Ti 基 複 合 材 料 ( TiB / Ti MMCs ( MMCs: Metal Matrix

Composites))(1)と TiNbTaZrO 系のゴムメタル(2)の 2

種類の金属材料について研究・開発してきた．「材料研究」

の面白さ(難しさ)は，オリジナリティのある基本コンセプト

を構築し，それを如何に具現化して材料を創り上げていくか

である．開発のブレイクスルーは，TiB/TiMMCs の場合

は，Ti 基中で安定な TiB 粒子を反応焼結法で insitu に安定

に析出させたこと(1)，ゴムメタルに関しては，これまで不純

物元素としての位置付けでしかなかった酸素を重要な合金元

素として捉え，特性向上に結び付けた点にあったと考えてい

る(3)．それぞれの詳細な基本コンセプトについては紙面の都

合上割愛するが，本稿を読んで興味を持って頂ければ，参考

文献(1)および(2)を参照して頂きたい．

研究者にとって「材料研究」は重要な成果の一つではある

が，特にユーザーサイドの企業研究者である小生にとって

は，それだけでは職務を全うしたことにはならない．さらな

る「開発・実用化」という試練(愉しみ)が待ち受けている．

ここでは，TiB/TiMMCs(以降，開発材料と呼称する)(4)で

経験した「開発・実用化」の試練の幾つかを紹介させていた

だく．開発材料は「材料研究」から30年，「実用化」されて

からは20年以上経った今日でも，高性能車輛の内燃機関の

心臓部を担っている(5)．図に，その一例であるエンジンバ

ルブを示す．ご存じのように，自動車用金属材料には「鋼」

という，とてつもないライバルが存在する．この鋼をコスト

パフォーマンスで凌駕しない限り，自動車用量産部品への適

用の道は極めて厳しい．ここで大事なことは，自動車用量産

部品に新しい材料を適用するためには，低コスト化はもちろ

んではあるが，それに加えて既存材料と同等以上の初期特性

を有するだけでは不十分で，信頼性，耐久性を保証し，設計

者を納得させなければならない．そのためには，適用したい

自動車用量産部品についてフィージビリティ・スタディを実

施し，その部品が正常に稼働する状態だけでなく，不測の稼

働状態において大きな負荷が生じた場合にも開発材料に損傷

が生じないことを証明する必要がある．さらに，保証距離の

数倍もの長期使用後にも開発材料に要求される特性を下回ら
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ないことを，定量的に示す必要がある．

不測の稼働状態を想定するためには，設計者と強い信頼関

係を築くことが「開発・実用化」のキーポイントになる．ま

た，「開発・実用化」に至る道のりにおいて多数存在する試

練を乗り越えるためには，有限要素法に代表されるような

CAE(Computeraided Engineering)技術を活用すること

や，材料の評価技術を新規に開発することが求められること

もあり，様々な立ち位置の多くの設計者，技術者，研究者と

のコミュニケーションも重要な要素となる．もちろん，「実

用化」までには山も谷もあり，時にはサプライヤーとして，

材料メーカとの良い意味での競争(切磋琢磨)にも打ち勝たな

ければならない．それなりの年月も必要であり，「運」も必

要不可欠な要素である．また，「運」が良ければ，自動車用

量産部品の材料として適用されるだけではなく，ユニットの

構造をも変えられる機会に巡り合うこともできる．

ゴムメタルに関しては，設計者とのコミュニケーションは

図れたものの，過酷な環境下で使用される自動車用量産部品

への適用という命題には答えられていない．未だ「材料研究」

の域を超えるレベルまで到達していないのかも知れないが，

「材料研究」においては一石を投じたとは考えている．全て

の種(材料研究)が育ち，実(実用化)を結ぶわけではない(6)．

だからこそ，自動車用金属材料における自動車用量産部品化

までの過程である「開発・実用化」は面白いのである．

これから「材料研究」を志す「若い」研究者には，是非

「材料研究」だけに留まらず，いろいろな分野の設計者，技

術者，研究者とのコミュニケーションも愉しむことができ

る，自動車用金属材料の「開発・実用化」の醍醐味を味わっ

て欲しいと願っている．
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